
6。 講座の詳細 (シ ラバス)
(2022年 9月 29日 現在)

大学名
(日 本語〉 ウォータールー大学

(Bngihi) University of Waterioo

講座ケイトル
(日本語) EASIA291R:束アジア研究特別講座―和解と共生の国際比較

(E4BISh) EASLA291R: Special Topics in East Asian Studics― Rcconciliation and Symbiosis from ComParatiVC Pcrspectivcs

講座実施期F日写 2023年 1月 ■ 日～ 2023年 4月 5日 講座実施曜日/時間 H評 日/18:30～ 20:50

講座対象学部

及び学科名

(日 本語) 学科を開わず全校の学生

(English) Al faculty/department/colleges

受講対象学生数 40     名 受講対象学年 学部生・大学院生 講座で使う言語
|

英語

日付 講義テーマ
講師名

(姓) (名 )

講師所属機関名

第1回 (日本語) 講座の1光要。東アジア近現代国際関係史と政治安全保障環境 (概観) 垢〔 貴美憩
レニソン・カレッジ校

1月 ■日 (English)
Introduction Politicat Sccuriげ EnvirOnment and Historical Background

in Fnミ I AStt r∩ vβttiρ wう
Hara Kimic Univ of Watcrioo,

Reniミ on Un帝 CoHctte

第2回 く日本語) 今我々はどこにいるのか?カ ナダ、教会、大学の′Ⅲ史和解 :経緯と課題 フレッチヤー ウェンデイ レニソン・カレッジ校

1月 18日 (Englsh)
Whcrc are we now?Rcconcttiadon in Canada,Churches,and Universitics

`「

βヽvρ Iぉ nmβ ntЯれA ChЯ ‖Fng全ミⅢ
Flctchcr Wcndy Renison Univ Collegc

第3回 (日本語) カナダ歴史和解 の示唆 と教訓 :カ ナダの経験 は束アジアの役に立つか (1) ハリツン スコット カナダアジア太平洋財団

1月 25日 (Englsh)
Histoncal rcconcaiation in canada:imphcations and tcssons ls Canada s

cxpeiencc uscful for East Asia?(1)

Harnson Scott Asia‐Pacific Foundation

第4回 (日 本語) カナダ歴史和解の示唆 と教訓 :カ ナタ
・の経験 は東アジアの役 に立つか (2)

ホロイド
ケン
カリン

サスカチュワン大学

2月 1日 (E481iSh)
Hlstottc∬ rccondhaion in Canadェ implkadons andにssons h Canada's

eXDe五 enCc useful for East Asia?(2)

Coatcs
Hnir`】 v河

Kcn Of

第5回 (日 本語) カナダ歴史和解の示唆 と教訓I:カ ナダの経験 は東アジアの役に立つか (3) プライス ジョン ビク トリア大学

2月 8日 (English)
HistOrical reconcdiation in Canadr implications and lessons ls Canada s

exっ cjencc usefut For East ASa?(3)

Pnce デOhn Univcrsity of VictOna

第6国 (日本語) アジア太平洋地域の安全保障における信頼と共感 ウエルチ デイビッド ウォータールー大学

2月 15日 (Englsh) Trust and Empathyin thc lndO/Asia‐ Pacinc sccurity Wcich David Univ of Watc■ oo

第7回 (日本語) 米国と東アジア歴史和解 :利害と役割 スナイダー ダ■エル スタンフォー ド大学

3月 1日 (Englisi) Thc USA and rcconcniadon in East Asialintcrcsts and rOlcs ofthc USA Sncidcr Danicl stanford Univcrslけ

第8回 (日 本語)
ニュージーランドの歴史和解 :経緯と課題。束アジアヘの示唆と教訓 ブ フ アレキサンダー ウエリントン

3月 8日 (E=igis厳 )
[Iistorical Reconciliation in Ncw Zcaland:implications and lcssons

10r East Asia

Bukh Alcxandcr

第9回 (日本語) オーストラリアの歴史和解、経緯と課題 :東アジアヘの示唆と教訓 リ ナランゴア ストラリア

3月 15日 (Endsh)
Histoical rccOnciliaion in Australia:implications and lcssons lor■ ast

Aく i例

Li Narangoa

第10回 (日本語) 米国と歴史和解、経緯と課題 〔東アジアヘの示唆と教訓 米 山 リサ トロント大学

3月 22日 (Easttish)
Thc USA and histoical reconciliation:implications and lcssons

fOr East Asia

Yoncyama Lisa Un帝 crsity of TorOnto

第■回 (日 本語) 欧州の歴史和解と束アジア :示唆と教訓、利害と役害」 ライテラー
グリュッセルガバナンス

3月 29日 (Enghsh)
Europcan Historical Rcconciliation and East Asia:implications

nn』 lesAOns intercsts and rolcs
Rcitcrcr MichacI

第12回 (日本語) アジアの未来 と共同体構築の展望 ? 佐藤 洋治 ユーンシア財団rrom ASa

4月 5日 (EnBIish) Asia's Futurc and Prospcct for Communiげ ―Bulding?) Sato Ytti
Eurasia FOundation

from Asia

講義形態 :対面とオンラインの混合

(22GA‐JPl)


